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【目的】
疾患により長期の療養を必要とする子ども（以下，長期療

養児）については，病気への不安や家族・友人と離れた孤独
感などから，心理的に不安定な状態に陥り易いということが
指摘されている（文部省， ）．このような心理的苦痛に対
するストレス緩和要因の一つとして，ソーシャルサポートが
挙げられる．ソーシャルサポートとは，他者との間の社会的
支援関係を指し，社会心理学の領域では以下の三つの次元に
分類されている．その三つの次元とは，①「社会的包絡（

）」：個人の持つ社会的ネットワークの大きさや
ネットワークを構成する成員間の緊密性などのような人間関
係の構造，②「知覚されたソーシャルサポート

」：他者からの援助を受ける可能性に対する期待，あ
るいは援助に対する主観的評価，③「実行サポート

」：他者から実際に受けた援助である（岡安・嶋田・
坂野， ）．そして，その中でも特に，「知覚されたソーシ
ャルサポート」の水準が高いほどストレス反応が小さいこと
が報告されている（岡安ら， ）．その一方で，ある特定の
心理的特性が，ソーシャルサポートの認知や効果に影響を与
えるという先行研究がある．それらのある特定の心理的特性
としては，「依存的傾向」・「自尊感情の低さ」・「不安の高さ」
が挙げられている（福岡， ；上田ら， ；

， ）．これらの先行研究は健常者を対象として行
われたもので，長期療養者の知覚されたソーシャルサポート
と個人内因子との関連は明らかにされておらず，心理的安定
を目的とした実践でも重視されているとはいいがたい．そこ
で，本研究では，四つの心理的特性（依存的傾向，自尊感情，
状態不安，特性不安）と，知覚されたソーシャルサポートと
の関連について明らかにし，長期療養児の心理的な支援方法
を検討することを目的とする．
【方法】
．調査対象

健常大学生：大学生 名（男性 名，女性 名）
長期療養者：慢性疾患患者 名（男性 名，女性 名）

．調査内容
知覚されたソーシャルサポート： （久田ら， ）

を用いた．
依存的傾向：対人依存尺度（竹澤ら， ）を用いた．
自尊感情：自尊感情尺度（山本ら， ）を用いた．
状態・特性不安： （ ）（水口ら， ）を用い

た．
．分析方法
関連因子について健常大学生及び長期療養者を 検定に

より比較するともに，知覚されたソーシャルサポートと関連
因子との関係について性別をダミー係数としてその影響を取
り除いた偏相関分析を行った．
．倫理的配慮
得られたデータについては，研究以外の目的で用いないこ

と，統計的に処理し，個人が特定されるような形での分析は
しないことを書面にて説明し，同意が得られた上で行った．
【結果】
．健常大学生における各因子にみられる特性とその関連
「自尊感情」と「知覚されたソーシャルサポート」との間

に有意な正の相関（ ）がみられ，「状態不安・特性不
安」と「知覚されたソーシャルサポート」との間にそれぞれ
有意な負の相関（ ， ）がみられた（ ）．
したがって，健常大学生では，自尊感情が高い者ほど他者か
らのサポート知覚が高く，状態不安・特性不安が高い者ほど，
他者からのサポート知覚が低いということが明らかになった．
．長期療養者における各因子にみられる特性とその関連
「依存」と「知覚されたソーシャルサポート」との間に負

の相関（ ）がみられ，「状態不安・特性不安」と「知
覚されたソーシャルサポート」との間にそれぞれ負の相関の
有意傾向（ ）がみられた（ ）．

したがって，長期療養者では，依存性が高い者は，他者か
らのサポート知覚が低く，状態不安・特性不安の高い者は，
他者からのサポート知覚が低い傾向があるということが明ら
かになった．
【考察】
長期療養者と健常大学生の結果を比較すると，依存的傾向

及び自尊感情と知覚されたソーシャルサポートとの関連で異
なる相関関係が存在することが明らかになった．すなわち，
長期療養者の知覚されたソーシャルサポートに関わる個人内
因子は健常者とは異なるといえ，長期療養者は独特の因子構
造をもつことが推測される．具体的には，長期療養者で，依
存的傾向・状態不安・特性不安の高い者は，知覚されたソー
シャルサポートが低いことが明らかになった．このことから，
長期療養児の心理的支援を検討する場合は，依存性を低くす
るために自己管理能力や自立心を育てる指導を検討したり、
不安を緩和するための支援を検討したりすることが有効であ
ると考えられる． （ ）は，不安の高
い者のソーシャルサポートについて，「情緒的なサポート
（ ）」よりも「指導的なサポート（ ）」
を求める傾向にあることを指摘している．そのため，長期療
養児における不安の高いケースでも，後者の「指導的なサポ
ート」を行っていくことが不安を緩和する支援として有効で
あると考えられる．
それに加えて，知覚されたソーシャルサポートの高さは過

去に他者からサポートを受けた経験の多さと密接に関係して
いる（岡安ら， ）という知覚されたソーシャルサポート
の特性を生かし，長期療養児に対しては，幼少期から適切な
サポートを行い，他者からサポートを受けたという経験を積
み重ねていくことも有効な手段だと考えられる．
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依存 自尊感情 状態不安 特性不安

健常大学生 ソーシャルサポート .133 .568*** -.513*** -.421**
長期療養者 ソーシャルサポート -.654** .241 -.523* -.538*

Table 1　知覚されたソーシャルサポートと各因子との関連

※表中の統計量は偏相関係数， ***p＜.01　**.01＜p＜.05　*.05＜p＜.10
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